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「
工
事
発
注
の
際
に
、
技
能
者
の
資
格
保

有
の
有
無
を
確
認
す
る
顧
客
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
当
訓
練
校
修
了
生
が
種
々
の
資
格

を
取
得
で
き
る
よ
う
、
丁
寧
か
つ
厳
格
な
教

育
、訓
練
を
心
が
け
て
い
ま
す
」（
米
本
校
長
）

設
立
以
来
、
東
京
の
み
な
ら
ず
全
国
に

１
５
０
０
人
を
超
え
る
若
い
技
能
者
が
巣

立
っ
て
い
る
。

教
育
訓
練
の
特
徴
・
取
得
で
き
る
資
格

基
礎
実
技
、
専
攻
実
技
、
基
礎
学
科
、
専

攻
学
科
の
実
学
一
体
の
養
成
訓
練
を
実
施
し

て
い
る
が
、
実
技
の
全
て
を
訓
練
校
で
指
導

す
る
の
は
時
間
的
に
不
可
能
な
の
で
、
各
事

業
所
が
毎
日
の
作
業
の
中
で
訓
練
を
実
施
す

る
分
散
実
技
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

ま
た
、
社
寺
見
学
や
空
港
で
の
ジ
ャ
ン
ボ

ジ
ェ
ッ
ト
の
機
体
見
学
と
い
っ
た
、
合
同
研

修
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

取
得
で
き
る
資
格
は
、
溶
接
法
を
修
了
し

た
者
に
は
、
卒
業
時
に
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習

修
了
証
及
び
ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育
修
了
証

が
、
ま
た
労
働
安
全
衛
生
法
に
定
め
ら
れ
た

自
由
研
削
特
別
教
育
及
び
低
圧
電
気
取
扱
業

務
特
別
教
育
を
修
了
し
た
者
に
は
、
特
別
教

育
修
了
証
が
交
付
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
卒
業
時
に
行
う
技
能
照
査
試
験

の
合
格
者
に
は
、
東
京
都
知
事
よ
り
技
能
士

補
の
称
号
が
授
与
さ
れ
、
２
級
技
能
士
試
験

に
お
い
て
学
科
試
験
が
免
除
に
な
る
。

訓
練
生
の
声

２
年
の
訓
練
修
了
を
間
近
に
控
え
た
田
口

和
紀
さ
ん
は
、「
私
は
、
祖
父
が
創
立
し
た

板
金
会
社
に
勤
務
し
な
が
ら
、
こ
の
訓
練
校

で
学
び
ま
し
た
。
や
は
り
同
世
代
の
仲
間
と

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
教
育
・
訓
練
を
受
け
た

こ
と
で
か
な
り
成
長
し
た
と
思
い
ま
す
」
と

語
る
。
将
来
に
つ
い
て
は「
こ
こ
で
徹
底
的

に
基
礎
を
学
び
ま
し
た
。
今
後
こ
の
知
識
・

技
能
を
し
っ
か
り
と
活
か
し
て
、
こ
の
業
界

全
体
を
盛
り
上
げ
て
さ
ら
に
活
躍
し
た
い
で

す
」と
力
を
込
め
る
。

訓
練
校
の
使
命

事
務
局
の
石
田
修
巳
氏
は「
私
た
ち
東
京

都
板
金
工
業
組
合
は
、
板
金
技
能
者
の
後
継

者
を
養
成
す
る
た
め
の
専
門
機
関
と
し
て
、

こ
の
板
金
高
等
職
業
訓
練
校
を
運
営
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
の
復
元
工

事
も
手
が
け
た
米
本
校
長
を
は
じ
め
、
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
講
師
を
迎
え
て
教
育
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
」

実
は
米
本
校
長
も
同
校
の
修
了
生
で
あ
り
、

64
年
の
歴
史
の
中
で
親
か
ら
子
へ
、
子
か
ら

孫
へ
と
基
礎
技
能
の
継
承
が
続
い
て
い
る
。

「
こ
れ
か
ら
も
訓
練
生
に
、
基
礎
技
能
を

徹
底
的
に
教
え
、
少
し
で
も
立
派
な
板
金
技

能
者
と
し
て
社
会
に
送
り
出
し
た
い
で
す
。

こ
こ
何
年
か
、
板
金
業
を
含
め
て
建
設
業

界
全
体
は
就
労
者
不
足
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
を
解
消
し
た
い
。
将
来
の
技
能
者

を
夢
見
る
若
者
た
ち
の
入
校
を
、
是
非
お
待

ち
し
て
い
ま
す
」（
石
田
氏
）

建
築
板
金
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
養

成
す
る
東
京
都
板
金
高
等
職
業
訓
練
校
は
、

昭
和
28
年
に
前
身
の「
板
金
技
能
者
養
成
所
」

と
し
て
開
設
さ
れ
、
昭
和
43
年
の
東
京
都
板

金
工
業
組
合
設
立
に
よ
っ
て
認
定
訓
練
校

へ
。
そ
の
後
、
昭
和
53
年
に
名
称
が「
東
京

都
板
金
高
等
職
業
訓
練
校
」
と
な
り
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

同
校
は
、
東
京
都
内
の
事
業
所
が
加
盟
し

て
い
る
東
京
都
板
金
工
業
組
合
が
母
体
と
な

り
運
営
さ
れ
て
い
る
。
東
京
都
板
橋
区
に
あ

る
同
校
を
訪
ね
た
。

基
本
理
念

建
築
板
金
の
仕
事
は
、
屋
根
、
雨
樋
、
厨

房
用
金
物
や
、
神
社
仏
閣
の
飾
り
金
物
等
の

製
作
・
設
置
な
ど
、
活
躍
の
場
は
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
。
校
長
で
、「
卓
越
し
た
技
能
者（
現

代
の
名
工
）」
で
も
あ
る
米
本
春
雄
氏
は
、
同

校
の
教
育
訓
練
の
理
念
に
つ
い
て「
私
た
ち

は
＂実
学
一
体
訓
練＂
と
い
う
理
念
に
基
づ

き
、
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
徹
底
し
た
実

技
訓
練
を
き
め
細
か
く
行
い
、
さ
ら
に
座
学

で
基
礎
的
な
知
識
を
習
得
し
て
も
ら
い
ま

す
。
そ
う
す
る
と
、板
金
形
状
の
複
雑
化
や
、

以
前
は
主
材
料
が
鉄
板
、
銅
板
だ
け
だ
っ
た

の
が
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
板
、
ス
テ
ン
レ
ス
鋼

板
と
い
っ
た
素
材
の
多
様
化
と
い
う
、
板
金

業
界
を
取
り
巻
く
大
き
な
環
境
変
化
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」と
語
る
。

ま
た
、
最
近
の
建
設
業
界
で
は
技
能
検
定

を
は
じ
め
と
す
る
資
格
保
有
の
重
要
性
も
強

調
さ
れ
て
い
る
。
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